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2Jp-2　　　　　下宿女子大生の食生活に関する調査研究第i報

　　　　　　　　　一下宿環境変数と食生活について一

　　　　　　　　　大阪樟蔭女大学芸　○伊海公子　　奈良女大生活環境　　三好正満

　　　　　　　　　龍谷大短大　　　　　坂本裕子　　奈良女大家政　　　　竹村あい子
　　　目　的；女子学生の食生活に関する調査研究は多数あり、下宿学生の食生活の乱れが報告

　　　されているが、下宿生に限った調査は少ない。最近の食生活の改善には、栄養バランスの

　　　みでなく生活環境からの見直しが必要とされている。そこで、食生活を左右する環境要因

　　　が多数ある中で、個人レベルでどのような改善が可能であるかやその必要性を調査・分析

　　　した。年齢や下宿生活を示す変数値および食生活m足度や自己栄養評価点など食生活を示

　　す変数値と食生活態度や意識との関連を報告する。

　　　方　法；平成６年６月に質問紙法による調査を行った。対象者は、奈良女子大学に在学す

　　　る下宿学生とした。配布数286名、有効回答率は67.2％（199名）であった。質問は属性など

　　　; 9項目22質問、下宿生活; 19項目83質問、食生活；25項目170質問であった。

　　　結　果；対象者の平均年齢は20.7歳、下宿歴は平均22.4ヵ月であった。通学は徒歩や自転

　　　車が大半で、平均8.5分である。部屋は平均7.5畳、台所は平均2.5畳である。下宿生活を

　　　示す17変数は食生活との関連が高い。食生活を示す14変数は、食生活項目のほとんどと関

　　　連が認められ、なかでも食生活満足度（平均6.3）と自己栄養評価点（平均5.6）の相関は

　　　極めて高い。「夕食はできるだけ自分で作る主義」や下宿をするようになって「料理のレ

　　　ハートリーが増えた」では、食生活満足度、自己栄養評価点が高い。対象とした女子学生

　　　は、下宿生活のなかで食生活に関する意識が高く、欠食や偏食に比較的正確な判断がなさ

　　　れ、食事時の雰囲気づくりにも気配りが認められた。下宿生活の中に占める「食」の比率

　　　の高いことが推察され、引続き下宿による食生活での制限について報告ずる予定である。

2Jp－ 3 　食品の知名度に関する実態調査　一大学生のイメージによるー

○鈴鹿医療科学技術大　木村雅美、大阪成蹊女子短大東歌子、
　姫路短大生野世方子、甲子園短大　太田美穂、兵庫教育大織部ミチ子

　［目的］近年、日常使用する食品は、バイオテクノロジイを始めとする科学技術の発達

により、品種改良、新食品の出現、新しい加工食品の開発などで激増している。また、日

本食品成分表に収載されている食品数も、三訂食品成分表（昭和38年）では８ 7 8種が

掲載されていたが、四訂食品成分表（昭和57年）で162:L種にt前日している。このよ

うに増加傾向にある食品をどのくらい知っているのかを調査し、食教育の基礎資料とする。

今回は、学生の食品に対するイメージから調査を行なったので報告する。

　［方法］大学２校、短大３校の学生285人を対象に平成６年７～11月に、穀類、芋

類、魚、肉類、野菜類などの1 7項目について、回答時間２０分で、イメージによる自由

記述方式の調査を実施し、回収率１００％である。

　［結果］知名度の高い食品は、米、じゃがいも、さつまいも、牛肉、豚肉、わかめなど

であり、これらは9 0%以上のものが知っており、これらの食品は日常よく食べる食品で

もある。また、種実であるナッツ類を豆類として捉えていたり、緑黄色野菜とその他の野

菜（淡色野菜）の区別が曖昧になっているのが見られる。その他「シーチキン」「味の素」

　「ふしっこお豆さん」などの商品名が丿咬的に食品名として定着しているのも見られる。

　今回は、時間を２０分と制限し、時間内でのイメージにより調査したものであるため、

本調査に挙げられた食品は、日常よく食べる食品、好き嫌いのある食品、印象の強い食品、

食品としての知識が定着しているものなどが考えられる。
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